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論文要 旨

［ 目 的］ 本 研究 の 目 的 は ヽ 表 面置換型人工股

関節 全置換術 表 面置換術 に お し‘ て 臼 辛m9 9 T コ

ン ポ ネ ン 卜 （カ ツ プ を 掘 削 し た 臼 芸、m1 i'-ア 含以几

置 し た 際 に 生 じ る ギ ヤ ツ フ の頻度やサ イ ズ

お よ びギ ヤ ツ プが 臨床成績へ与 え る 影 瑚曰 を 調

ベ る ヽ
と で あ る- ゜

［ 対象 お よ び方法］ 1988 年 か ら 2007年 ま で に表 面

置換術 を行 し‘ 2 年以 上の経過観察 が 可能で

あ つ た 134 患者 (151 股関節 を 対 象 と し た 。 使

用 し た表 面置換力 ツ プ は コ バ ル 卜 ク ロ ム 合

金製 で ヽ 外表面 は 多 孔で骨伝導能が あ る ハイ

ド ロ キ シ ア ノ‘゚ 夕 イ 卜 が コ ーテ イ ン グ さ れ て し‘

る
゜

手術は ヽ 臼 芸而 を展 開 し た後 に 専用 の器械

で 臼 芸而 を 掘 削 し ヽ 掘 削 し た サ イ ズ よ り 1mm 大 き

し‘ 力 ツ プ を圧縮 固 疋r上 し た 。

臨床 学的評価 は ヽ 術直後 ヽ 3 週 ヽ 3 力 月 ヽ

6 力 月 ヽ 12 か月 ヽ そ れ 以 降 は 1 年 ァ^ ‘

‘ と に 行 つ

た し 術 直 後 の 単純 レ ン 卜 ゲ ン股 関節正面像 で

ギ ヤ ツ プの 有無 を判断 し ヽ サイ ズ を 計 測 し た



゜
ギ ヤ ツ プを認 め た 症例 は ヽ 力 ツ プの 移動や

°’ 

外転角 庶又 、 お よ び ギ ヤ ツ プに骨梁 を 認 め た 時

期 を 調査 し た。 ま た ヽ ギ ヤ ツ プサイ ズが 平均

2. 1mm で あ つ た た め ヽ ギ ヤ ツ プサイ ズが 2mm 未 満

群 と 2mm 以上群 に 分類 し ヽ ギ ヤ ツ プサ イ ズが 臨

床成績へ与 え る 影響 に つ vヽ て検討 し た。

［結果］ ギ ヤ ツ プを 47 関節 (31% r~ ::: 吾n心刃‘ め ヽ 平

均サ イ ズは 2. 1mm （ 1. 0-4. 3mm で あ つ た c ギ ヤ ツ

プの 有無では ヽ 患者背景因 子 性別 ヽ 年 齢

0 

原 因 疾患、 力 ツ プサ イ ズ 力 ツ プの厚 み 、 大

腿 骨 の骨質 、 股 関節 の過剰骨形成 に 明 ら か

な 有意差は認 め ず、 最終経過観察時 0) 臨床成

績 に も 明 ら かな 差は な か つ た。

ギ ヤ ツ プを認 め た 47 関 節 <l) ぅ ち ギ ヤ ツ プ

2mm末満群 は 26 関節 平 均 1. 3mm で 、 2mm 以上群

は 21 関節 平均 3.0mm で あ つ た t9 両 群 間 の 患

者背景因 子 に 明 ら かな 有意差 は な ＜ ヽ 臨床成

.. 
績 に も 明 ら かな 差は な か つ た。 力 ツ フ の移動

に つ 1,,ヽ て は、 2mm末満 群 は全例 と も 力 ツ プ は 1mm

未満 の移動 で あ つ た が ヽ 2mm 以上群の 21 関 節 中



6 関節 (28.6%） は ヽ 術後 3 力 月 以 内 に 力 ツ プが 1mm

以 上 移 動 し ヽ 外 転 角 が 3 度 以 上 ，減 少 し た
゜

2mm 

以 上 群 は 2mm未 満群 と 比 ベ て 力 ツ プが 移 動 し

た 例 力ゞ 有 ユ乙
思、 に 多 か つ た ・（ Fisher exact test, p=O. 005)。 術 ゜

後 3 力 月 以 降 は ヽ 力 ツ フ は 安 定 し ヽ
取El 終観 r 尽ぷ

時 に は ヽ 全 例 と も ギ ヤ ツ プ に 」月 梁 を 認 め た 。

［ 考 察 ］ 本研 究 で は コ ノ‘ Jレ 卜 ク ロ ム 合 金 製

力 ツ プ に お け る ギ ヤ ツ プ発 生 の 頻 度 は 約 30％で

ギ ヤ ツ プサ イ ズ は約 半 数 が 2mm 以 上 で あ つ た

-れ は -れ ま で報 告 さ れ て し‘ る チ 夕 ン ムロ
゜ ‘ ‘ 

＾ 立

製 の ヵ ッ プ と 頻度 は 同 等 で あ つ た が ヽ サ イ

ズ は 大 き か つ た
゜

ギ ヤ •ツ プ が 2mm 以 上 の 症 例 は ゜

臼 芸rm の 不 均 な 掘 削 が 原 因 に よ り 力 ツ フ が

移動 し た 可 能性 が あ つ た が ヽ 術 後 の イ,,可.... 重 に よ

り 力 ツ プ の 次 的 安 定 性 が 得 ら れ さ ら に 力

ツ プ表 面 の ノ‘ イ ド 口 キ シ ア ノ‘゚ 夕 イ 卜 加 工 が ギ

ヤ ツ プ の A 円 置 換 を 促 し た 可 や月ヒ 性 が あ つ た 19 本

研 2九'C で使 用 し た 表 面 置 換 力 ツ プ に お し‘ て 生 じ

た ギ ヤ ツ プ は ヽ 臨床成績 に 影 響 を 及 ぼ さ な か

つ た
゜ ゜
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（論文題目）

Incidence and Natural Course oflnitial Polar Gaps in Birmingham Hip Resurfacing Cups 

（表面置換型人工股関節全置換術におけるカップと臼蓋に生じたギャップの頻度と自然経

過）

（論文審査結果の要旨）

上記論文に閑して、研究の背景と目的、研究内容、研究の意義と学術的水準についで慎

重かつ公正に検討し，以下のような審査結果を得た。

1. 研究に至る背景と目的

従来の人工股関節置換術（以下 THA)で用いるチタン合金製カップをプレスフィット固定す

る際に生じるギャップの発生頻度やサイズ、および臨床成績に与える影馨は報告されている

が、表面置換型 THAで用いるコバルトクロム合金（以下 CoCr)製カップにおいて報告したも

のは少ない。今回の研究は、 CoCr製カップにおけるギャップの発生頻度やサイズを調査し、

ギャップと臨床成績との関連性を検討したものであった。

2. 研究内容

【対象と方法】

対象は、表面置換型 THAを行った 134患者 (151股関節）で、使用した表面置換型カップは、

CoCr製で、外表面はビーズ加工され、骨伝導能があるハイドロキシアパタイト（以下 HA) が

コーティングされていた。カップの固定は、掘削した臼蓋サイズより 1mm大きいカップをプレ

スフィット固定した。臨床評価は、WOMAC (Western Ontario and McMaster Universities 

Osteoarthritis Index)で行った。術前 X-pにて大腿骨の Corticalindexと股関節の過剰骨形

成の程度を評価し、術直後の X-pにて臼蓋とカップの間に生じたギャップの有無を判断した。

ギャップを認めた症例は、カップの移動やカップ外方開角の変化、およびギャップが骨置換さ

れた時期を調査した。また、ギャップサイズが 2mm未満群と 2mm以上群に分類し、ギャップサ

イズが臨床成績へ与える影嘔について検討した。

［結果］

ギャップを 47関節 (31%）に認め、平均サイズは 2.1mm (1. 0-4. 3mm) であった。ギャップ

を認めた群と認めなかった群では、患者背景因子（性別、年齢、疾患）や大腿骨の Cortical

index、股関節の過剰骨形成に明らかな有意差は認めず、最終経過観察時の臨床成績にも差は

なかった。

ギャップを認めた 47関節のうち、ギャップ 2mm末満群は 26関節（平均 1.3mm)で、 2mm以

上群は 21関節（平均 3.0mm) であった。 両群間の患者背景因子に明 らかな有意差はなく、臨



床成績にも差はなかった。カップの移動については、 2mm未満群は全例ともカップの移動はな

かったが、 2mm以上群の 28.6% (6/21関節）にカップが 1mm以上移動し、カ ップの外方開角

が減少した (3~8°)。ギャップ 2mm以上群は、 2mm未満群と比べてカップが移動した例が有

意に多かった。術後 3カ月以降は、カップは安定し、最終観察時には、 全例ともギャップに骨

梁を認めた。

3. 研究成果の意義と学術的水準

本研究では、 CoCr製カップにおけるギャップ発生の頻度は約 30％で、ギャップサイズは平均

2. 1mmであった。ギャ ップが 2mm以上の症例は、臼蓋の不均整な掘削が原因によりカップが移

動した可能性があったが、術後の荷重により カップの二次的安定性が得られ、さらにカップ表

面の HA加工がギャップの骨置換を促した可能性が考えられた。本研究で使用した表面置換型

カップにおいて生じた 1.0-4. 3mmのギャップは、臨床成績に影響を及ぼさなかった。

本研究は、表面置換型THAにおいて CoCr製カップにおけるギャップの発生頻度とサイズに

ついて調査し、ギャップが 4mm以下であれば臨床成績に影響しないことを明らかにした点に大

きな学術的意義があると思われた。
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